
著書目録（共著，分担執筆，編者，共編著も含む）

1976 年，「社会意識研究の発展と現状」『社会学講座 12』東京大学出版会，163┡201.

1977 年，『デュルケム社会理論の研究』東京大学出版会.

1977 年，「アノミーと自我概念の危機」『現代社会学 4（1）』講談社，68┡81.

1978 年，『デュルケム道徳教育論入門』（共著）有斐閣.

1978 年，「文化の概念」山根常男他編『入門社会学』有斐閣，29┡43.

1978 年，「社会的人間」山根常男他編『入門社会学』有斐閣，44┡58.

1979 年，『デュルケム自殺論』有斐閣.

1979 年，『現代フランスと社会学ИЙ社会構造と社会理論の変容』木鐸社.

1980 年，「社会意識の変化ИЙプライヴァタイゼーションとの関連で」寿里茂編『変動の時代 5』朝倉書

店，123┡167.

1982 年，『みせかけの中流階級ИЙ都市サラリーマンの幸福幻想』（共著）有斐閣.

1983 年，『現代社会意識論』日本評論社.

1985 年，『先進社会のジレンマИЙ現代フランス社会の実像をもとめて』（共著）有斐閣.

1986 年，『社会学の歴史的展開』（ライブラリ社会学 10）（編著）サイエンス社.

1986 年，「移民労働者問題と西欧『国民国家』の変容ИЙ供給国と受入国の関係をめぐって」庄司興吉編

『世界社会の構造と動態』法政大学出版局，113┡146.

1987 年，『デュルケム理論と現代』東京大学出版会.

1987 年，「現代日本の文化ИЙ個人主義の問題をめぐって」蓮見音彦他編『変動する日本の社会』東京大

学出版会，221┡244.

1987 年，『文化と現代社会』（共編著）東京大学出版会.

1988 年，『現代ヨーロッパの地域と国家ИЙ変容する『中心Ё周辺』問題への視角』（共編）有信堂高文

社.

1989 年，『デュルケム『自殺論』を読む』岩波書店.

1989 年，『外国人労働者迎え入れの論理ИЙ先進社会のジレンマのなかで』明石書店.

1990 年，「ネオ・ナショナリズムと対外意識」古城利明編『世界社会のイメージと現実』東京大学出版会，

219┡236.

1991 年，『統合と分化のなかのヨーロッパ』（共編著）有信堂高文社.

1991 年，『文化と社会ИЙ差異化・構造化・再生産』（共編著）有信堂高文社.

1992 年，『ひとつのヨーロッパ　いくつものヨーロッパИЙ周辺の視点から』東京大学出版会.

1993 年，『文化と社会』（共編著）放送大学教育振興会.

1993 年，『フランスの社会ИЙ変革を問われる文化の伝統』（共編著）早稲田大学出版部.

1993 年，『外国人労働者と日本社会』明石書店.

1994 年，『難民』（共編著）東京大学出版会.
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1994 年，『文化的再生産の社会学ИЙブルデュー理論からの展開』藤原書店.

1995 年，『ヨーロッパ統合と文化・民族問題ИЙポスト国民国家時代の可能性を問う』（共編著）人文書

院.

1995 年，『現代社会学』（編著）有斐閣.

1995 年，『文化の社会学ИЙ実践と再生産のメカニズム』（編著）有信堂高文社.

1996 年，『20 世紀社会学理論の検証』（共編著）有信堂高文社.

1996 年，「ヨーロッパの統合と分離」井上俊他編『民族・国家・エスニシティ』岩波書店，193┡210.

1996 年『外国人労働者から市民へИЙ地域社会の視点と課題から』（共編著）有斐閣.

1997 年，「ブルデューの社会理論ИЙ不平等問題への社会学的接近」井上俊他編『現代社会学の理論と方

法』岩波書店，201┡215.

1997 年，『ヨーロッパ社会の試練ИЙ統合のなかの民族・地域問題』東京大学出版会.

1998 年，『現代ヨーロッパ社会論ИЙ統合のなかの変容と葛藤』（編著）人文書院.

1999 年，『文化と不平等ИЙ社会学的アプローチ』有斐閣.

1999 年，「文化とスポーツの間」中村敏雄編『境界を越えるスポーツ』創文企画.

2000 年，『外国人市民と政治参加』（編著）有信堂高文社.

2000 年，『文化』（講座社会学 7）（編著）東京大学出版会.

2001 年，『外国人と政治参加』（編著）有信堂.

2001 年，『ヨーロッパ統合のゆくえИЙ民族・地域・国家』（共編著）人文書院.

2002 年，『国際社会 1 国際化する日本社会』（共編著）東大出版会.

2002 年，『国際社会 2 変容する日本社会と文化』（共編著）東大出版会.

2002 年，『国際社会 4 マイノリティと社会構造』（共編著）東大出版会.

2003 年，『岩波小辞典 社会学』（編著）岩波書店.

2003 年，『共に生きられる日本へИЙ外国人施策とその課題』有斐閣.

2003 年，『文化の権力ИЙ反射するブルデュー』（共編著）藤原書店.

2003 年，『現代日本人の生のゆくえИЙつながりと自律』（共編著）藤原書店.

2003 年，『海外における日本人、日本のなかの外国人ИЙグローバルな移民流動とエスノスケープ』（共

編著）昭和堂.

2004 年，『ヨーロッパ市民の誕生ИЙ開かれたシティズンシップへ』岩波書店.

2005 年，『外国人の子どもと日本の教育ИЙ不就学問題と多文化共生の課題』（共編著）東京大学出版会.

翻訳文献目録

エミール・デュルケム，1968 年，『自殺論（世界の名著 47）』中央公論社.

レイモン・ブードン，1970 年，『社会学の方法』白水社.

エミール・デュルケム，1974 年，『社会学講義ИЙ習俗と法の物理学』（共訳）みすず書房.

モーリス・デュヴエルジェ，1975 年，『ヤヌスИЙ西欧の二つの顔』木鐸社.

エミール・デュルケム，1978 年，『社会学的方法の規準』岩波文庫.

アラン・トゥレーヌ，1978 年，「現代史のなかの『五月革命』ИЙ十年後の検証」『世界』岩波書店，

392：249┡256.

アラン・トゥレーヌ他，1984 年，『現代国家と地域闘争ИЙフランスとオクシタニー』新泉社.
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レイモン・アロン，1984 年，『社会学的思考の流れ』（共訳）法政大学出版局.

エミール・デュルケム，1985 年，『自殺論』中央公論社.

アンソニー・ギデンズ，1986 年，『社会理論の現代像ИЙデュルケム、ウェーバー、解釈学、エスノメソ

ドロジー』（共訳）みすず書房.

ジァンフランコ・ポッジ，1986 年，『現代社会理論の源流ИЙトクヴィル、マルクス、デュルケム』（共

訳）岩波書店.

ピエール・ブルデュー、ジャンЗクロード・パスロン，1991 年，『再生産ИЙ教育・社会・文化』藤原書

店.

ディートリッヒ・トレンハルト編著，1994 年，『新しい移民大陸ヨーロッパИЙ比較のなかの西欧諸国・

外国人労働者と移民政策』（共訳）明石書店.

レイモン・ブードン他編，1997 年，『ラルース社会学事典』（共訳）弘文堂.

マルコ・マルティニエッロ，2002 年，『エスニシティの社会学』白水社.

パトリック・シャンパーニュ，2004 年，『世論をつくるИЙ象徴闘争と民主主義』藤原書店.

パトリック・シャンパーニュ，2005 年，「編集長インタビュー ブルデューを継承する」『環』藤原書店，

18：314┡323.

研究論文目録

1966 年，「フランスの社会学と心理学における人間の問題ИЙデュルケム学派とベルグソンを中心に」

『社会学評論』日本社会学会，16（4)：55┡76.

1968 年，「仮借なき合理主義ИЙ青年労働者意識の特質」『月刊労働問題』日本評論社，117：42┡51.

1968 年，「現代社会とアノミーИЙЁ序論的考察」『社会学評論』日本社会学会，19（2)：42┡59.

1969 年，「価値意識における世代的断層」『月刊労働問題』日本評論社，140：76┡80.

1970 年，「現代社会学と社会的現実ИЙ大学問題によせて」（共著）『社会学評論』日本社会学会，20

（3)：73┡84.

1971 年，「アノミー論への現代的視角ИЙデュルケム理論と現代」『思想』岩波書店，547：21┡37.

1971 年，「社会学的実証主義の思想構造ИЙE・デュルケムの場合」『思想』岩波書店，565：22┡39.

1971 年，「脱政党化の政治意識」『別冊経済評論』日本評論社，6：97┡106.

1973 年，「フランス労働者と社会主義への展望ИЙ共同政府綱領を中心に」『月刊労働問題』日本評論社，

181：86┡93.

1973 年，「高度産業国家に取り残された者ИЙ現代フランスの内側」『世界』岩波書店，331：199┡207.

1974 年，「フランス社会学の現代的動向ИЙとくに 68 年以後に焦点を合せて」『思想』岩波書店，596：

138┡150.

1974 年，「第 24 回国際社会学大会に出席して」『社会学評論』日本社会学会，25（3)：130┡135.

1974 年，「デュルケム理論における個人主義の位置とその意義」『社会学評論』日本社会学会，25（3)：

2┡16.

1975 年，「デュルケムの政治理論ИЙ民主主義と中間集団（上）」『思想』岩波書店，614：1094┡1107.

1975 年，「デュルケムの政治理論ИЙ民主主義と中間集団（下）」『思想』岩波書店，615：1289┡1304.

1975 年，「現代フランスにおける参加と管理の思想」『現代と思想』青木書店，21：220┡235.

1975 年，「五月革命から自主管理へ」『世界政経』世界政治経済研究所，4：126┡135.
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1978 年，「『新しい階層』とフランス左翼ИЙ政治革新への底流」『世界』岩波書店，387：166┡180.

1978 年，「帰趨を決した『新中間層』ИЙ脱政党層が増大する傾向に（フランス総選挙〈徹底研究〉）」

『公明』公明党機関紙局，195：49┡57.

1978 年，「デュルケムにおける社会的なものと経済的なもの」『社会学評論』日本社会学会，29（2)：57┡

67.

1979 年，「フランス社会学派と集合意識論ИЙ歴史における『心性』の問題にふれて」『思想』岩波書店，

663：169┡187.

1981 年，「デュルケム社会理論における宗教の位置」『思想』岩波書店，679：19┡37.

1982 年，「フランス経済の再生めざしてИЙ軌道に乗るか、ミッテランの国有化政策」『公明』公明党機

関紙局，244：78┡83.

1982 年，「サンЁシモン産業社会論における社会学的視座」『社会学史研究』日本社会学史学会，4：18┡

37.

1983, Evolution du mode de vie et des attitudes
ω
a l'
л
egard du travail au Japon, dans Sciences Sociales

du Japon Contemporain, Ecole des Hautes Etudes en Sciences Sociales, 4 : 6┡27.

1984 年，「現代国家と『相違への権利』ИЙフランスにおける文化的少数者と移民の問題」『世界』岩波

書店，460：212┡229.

1984 年，「私化へのアプローチと若干の論点ИЙ社会意識論の一課題」『現代社会学』現代社会学編集委

員会，18：129┡142.

1985 年，「『近代化』の逆説をどう越えるかИЙ中間点に立つミッテラン政権」『世界』岩波書店，471：

229┡242.

1985 年，「功利主義批判と社会学的思考の展開ИЙデュルケムとウェーバーを通して」『思想』岩波書店，

727：58┡81.

1986 年，「平等としての相違ИЙ一先進国における言語問題の社会学的含意」『現代社会学』現代社会学

編集委員会，22：108┡131.

1986 年，「ハビトゥスとしての文化ИЙ文化社会学序説」『現代思想』青土社，14（1)：52┡59.

1986 年，「ハビトゥスとしての文化ИЙ文化社会学序説」『現代思想』青土社，14（2)：243┡250.

1986 年，「ハビトゥスとしての文化ИЙ文化社会学序説」『現代思想』青土社，14（3)：256┡263.

1986 年，「ハビトゥスとしての文化ИЙ文化社会学序説」『現代思想』青土社，14（4)：232┡242.

1986 年，「学校と平等とИЙ不平等問題の社会学的考察」『日本の科学者』日本科学者会議，21（11)：

614┡619.

1987 年，「市民のニーズの変化と文化の行政の課題」『都市問題研究』都市問題研究会，39（2)：3┡14.

1988 年，「ヨーロッパにおける移民労働者問題の変容と現状ИЙフランス社会とマグレブ移民の問題を中

心に」『歴史学研究』歴史学研究会，581：3┡15，26.

1988 年，「都市社会と外国人労働者問題」『都市問題』東京市政調査会，79（9)：3┡17.

1988 年，「外国人労働者問題の現状と課題」『部落解放』大阪部落解放研究所，286：172┡178.

1988 年，「進行しつつある事態のなかでИЙ外国人労働者問題をどう考えるか」『世界』岩波書店，522：

273┡287.

1988 年，「文化の階層性と文化的再生産」（共著）『東京大学教育学部紀要』東京大学教育学部，27：51┡

89.
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1990 年，「ブルデュー社会学の論理ИЙ社会的決定、自律性、身体などをめぐって」『現代思想』青土社，

18（3)：220┡229.

1991 年，「選別とハビトゥスの社会学ИЙブルデュー社会学への接近の一つの試み」『思想』岩波書店，

804：50┡64.

1991 年，「どこへ行くのか、外国人労働者受け入れИЙ見失われる議論の正道」『世界』岩波書店，555：

279┡289.

1991 年，「国境なき欧州と新しい市民権ИЙ誕生するか、ヨーロッパ市民」『公明』公明党機関紙局，

352：114┡122.

1992 年，「煽られる不安と求められる理性の政治ИЙ『外国人問題』とヨーロッパ・デモクラシー」『世

界』岩波書店，572：77┡87.

1992 年，「外国人労働者受け入れ国日本の矛盾と今後ИЙ現状維持の問題点」（外国人労働者問題シンポ

ジウム）『専修大学社会科学研究所月報』専修大学社会科学研究所，350：20┡28.

1992 年，「教育社会学への期待ИЙ新しいパラダイムと課題」『教育社会学研究』教育社会学会，50：

202┡206.

1993 年，「文化の構造と再生産に関する実証的研究」（共著）『東京大学教育学部紀要』東京大学教育学部，

32：53┡87.
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員組合情宣局，559：18┡23.
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界』岩波書店，597：100┡112.
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1┡18.
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